
１　はじめに

　国土交通省では，全国の一級河川及び直轄管理
ダムを対象として，平成２年度から「河川水辺の
国勢調査」により生物相調査を行い，河川管理に
活用するための基礎的情報を収集している．そ
の調査結果は，「河川環境データベース」http://
www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/で公表して
いる．
　平成30年度に行った，雄物川と子吉川を対象
とした陸上昆虫類等調査の中で採集された半翅目
（カメムシ目），撚翅目（ネジレバネ目）及び双
翅目（ハエ目）の中から，秋田県または東北地方
において初記録となり，全国的にも稀少な６種の
分布情報が得られた．採集者と同定者は，著者の
一人，町田である．
　報告にあたり，半翅目の同定結果を確認して頂
いた林正美博士（埼玉大学名誉教授）と山田量崇
博士（徳島県立博物館）に深謝の意を表する．

２　採集記録および状況

半翅目　HEMIPTERA
ヨコバイ科　Cicadellidae
１ ．ヨシヨコバイ
　Paralimnus fallaciosus Matsumura，1902　写真１
確認状況：
　１♀（2018年10月２日）秋田市四ツ小屋．
　 　雄物川の高水敷のヨシ等の草地において，ス

ウィーピングにより採集した．

　ヨシヨコバイは，北海道産の１♀を基に記載さ
れた（Matsumura，1902）．国内では本州と北
海道，国外では北朝鮮に分布している（日本昆虫
目録編集委員会，2016a）．本種の採集例は極め
て少なく，北海道のタイプ標本の他，本州では，
青森県（林，2001）と長野県（Hayashi & Higa-
shikawa，1997）の記録のみである．本報は，秋
田県からは初めて，東北地方からは２例目，国内
では４例目の記録となる．なお，本種は，北海道
レッドデータブック（2001）では希少種に選定さ
れている．
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ノミカメムシ科　Schizopteridae
２ ．オオメノミカメムシ
Hypselosoma matsumurae Horváth，1905　写真２
確認状況：
　１♂（2018年８月11日）由利本荘市川西．
　 　子吉川沿いのスギ植林内に設置したライトト

ラップ（ボックス法）により採集した．

　オオメノミカメムシは，日本の本州のみに分布
している（日本昆虫目録編集委員会，2016a）．
体長約1.1mmの微少な種で，♂は長翅型，♀は甲
虫型（前翅が完全に革質化され、腹部を覆う）で
あり，国内では今までに東日本から数個体が記録
されているだけである（環境省，2015）．採集記
録は，宮城県（模式産地；Horváth，1905），栃
木県（栃木県，2018），埼玉県（林，1988・埼
玉県，2018）の３県のみである．本報は，秋田
県からは初めて，東北地方からは２例目，また全
国的には北限の記録となる．本種は，環境省レッ
ドリスト（2019），栃木県レッドデータブック
（2018），埼玉県レッドデータブック（2018）で
情報不足に選定されている。

ケシミズカメムシ科　Hebridae
3．ケブカコバネケシミズカメムシ
　Hebrus pilosellus Kanyukova，1997　写真３
確認状況：
　１♂（2018年８月９日）秋田市四ツ小屋．
　 　雄物川の高水敷の湿ったヨシ群落に設置した

ピットフォールトラップにより採集した．

　ケブカコバネケシミズカメムシは，国内では
本州と九州，国外ではロシア極東に分布してい
る（日本昆虫目録編集委員会，2016a）．国内で
は，青森県，福島県，埼玉県の３県で記録がある
（川合・谷田，2018）．本報は，秋田県での初記
録となる．なお，本種の和名は，林（2018）によ
り，コバネケシミズカメムシから改称されたもの
である．

撚翅目　STREPSIPTERA

カメムシネジレバネ科　Corioxenidae
4．ツチカメネジレバネ　Triozocera macroscyti 
Esaki et Miyamoto，1958　写真４
確認状況：
　１♂１♀（2018年６月５日）秋田市豊岩小山．
　 　雄物川の高水敷において，石起こし法で採集

されたツチカメムシMacroscytus japonensis♀に
寄生していた． 

　１♀（2018年８月９日）秋田市雄和種沢．
　 　雄物川の高水敷のヤマグワ群落に設置した

ピットフォールトラップで採集されたツチカメ
ムシ♂に寄生していた．

　ネジレバネ目は，日本から51種が知られている
（日本昆虫目録編集委員会，2016b）．全て寄生
性であり，♂成虫の羽化後の活動可能時間は数十
分から数時間と非常に短く，日本産の種では♀成
虫は寄主の体内から出ることがない（前田・木船
a〜e，1990）．また，ほとんどの種が体長２mm
程度と微少で，寄生率も一般に低いことから観察
機会が非常に少ない（中瀬，2012）．
　ツチカメネジレバネは，日本の本州と九州
に分布している（日本昆虫目録編集委員会，
2016b）．本州では，岩手県（町田，2002），
福島県（木船・町田，1995），栃木県（木船，
1992）の３県で記録がある．秋田県を含む本州の
日本海側からは初記録となる．

エダヒゲネジレバネ科　Elenchidae
5．エダヒゲネジレバネ属の一種　Elenchus sp．
　写真５
確認状況：
　１♀（2018年10月２日）秋田市豊岩小山．
　 　雄物川の高水敷のヨシ等の草地においてス

ウィーピングで採集されたヒメトビウンカ
Laodelphax stratellus♀に寄生していた．

　１♀（2018年６月３日）由利本荘市石脇．
　 　子吉川の高水敷の草地において，スウィーピ

ングで採集されたタテヤマヨシウンカChloriona 
tateyamana♀に寄生していた．

　日本産のエダヒゲネジレバネ属は，これまで
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１種，エダヒゲネジレバネElenchus japonicus 
（Esaki et Hashimoto），1931のみが知られて
いる．本種について，Matsumotoら（2011）は
DNA解析により３遺伝子型が含まれることを報
告しており，将来複数種に分かれる可能性があ
る．このことから，本報では種名を特定せず，エ
ダヒゲネジレバネ属の一種Elenchus sp．として報
告する．日本産のエダヒゲネジレバネ属は，イネ
の害虫であるセジロウンカSogatella furcifera（模
式寄主）等に寄生するため，ネジレバネ目の中で
は比較的確認しやすい種である．国内では北海道
（八谷，1988），本州，小笠原諸島，四国，九
州，対馬に，国外では中国に分布している（日本
昆虫目録編集委員会，2016b）．東北地方では，
青森県，岩手県，宮城県，山形県の４県で記録が
ある（町田，2002；木船・町田，2002）．秋田
県からは初記録となる．
　日本産のエダヒゲネジレバネ属の寄主とし
ては，ヒメトビウンカ，トビイロウンカモド
キNilaparvata  baker i，トビイロウンカN．
l u g e n s，ニセトビイロウンカN．m u i r i，セ
ジロウンカ，セジロウンカモドキS o g a t e l l a  
longifurcifera，ヒエウンカS．panicicola，エゾナ
ガウンカStenocranus matsumuraiの計４属８種の
ウンカ類が知られている（江崎・橋本，1931; 
Kifune，1986;  Kifune & Maeta，1986; 
Kathirithamby，1993; 木船・町田，2002）．
タテヤマヨシウンカへの寄生は初記録となる．

ハエ目　DIPTERA
ニクバエ科　Sarcophagidae
6．ゴヘイニクバエ　S a rc o p h i l a  j a p o n i c a
（Rohdendorf，1962）　写真６
確認状況：
　４♂（2018年８月８日）秋田市新屋町三ツ小屋．
　 　雄物川河口の砂浜において，見つけ採りとス

ウィーピングにより採集した．

　ゴヘイニクバエは，国内では北海道，本州，九
州に，国外では韓国，中国，ロシア極東に分布し
ている．体長５〜６mmの小型のニクバエで，海
浜植物の多い海岸で見られる．周日本海地域の海

浜に分布しており，本州では山口県，島根県，鳥
取県，石川県，新潟県で記録されている（環境
省，2015）．本種の確認は，東北地方では初記録
となる．本種は，環境省レッドリスト（2019）と
鳥取県レッドデータブック（2012）では絶滅危惧
II類，島根県レッドデータブック（2014）では情
報不足， 石川県レッドデータブック（2009）で
は絶滅危惧I類に選定されている． 

　以上のように，「河川水辺の国勢調査」（陸上
昆虫類等調査は，各水系で10年に１回の実施）に
おいて稀少な昆虫類が採集され，国内の分布知見
を追加できたことは，本調査の有効性を示すもの
である．本報の３目６種のうち，２目３種（カメ
ムシ目ノミカメムシ科１種とネジレバネ目２種）
は，現在，「河川水辺の国勢調査」の調査対象に
なっていないが，本調査ではこうした調査対象外
の稀少種が得られることもある．採用されている
調査方法（主として任意採集，ライトトラップ
（ボックス法），ピットフォールトラップ）と調
査回数（基本的に春・夏・秋の３回）も有効なも
のと考えられる．今後も「河川水辺の国勢調査」
が継続されることで，日本国内の生物の分布状況
とその変化が把握できると考えられる．

概要

　2018年に秋田県内の雄物川と子吉川で実施した
「河川水辺の国勢調査」において，秋田県または
東北地方において初記録となり，国内の採集例が
少ないヨシヨコバイ，オオメノミカメムシ，ケブカ
コバネケシミズカメムシ，ツチカメネジレバネ，エ
ダヒゲネジレバネ属の一種，ゴヘイニクバエが確認
された．「河川水辺の国勢調査」は，国内の生物
の分布状況の把握に寄与するものである．
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写真１　ヨシヨコバイ♀

写真３　ケブカコバネケシミズカメムシ♂

写真４（２）　ツチカメネジレバネ♀

写真２　オオメノミカメムシ♂

写真４（１）�ツチカメネジレバネ♀

寄主：ツチカメムシ♀（上翅を除去）

写真４（３）　�ツチカメネジレバネ♂（寄主体内で羽化直前

であった）

備考：スケールはヨシヨコバイは１mm，他は0.5mm
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写真５（１）　エダヒゲネジレバネ属の一種♀

寄主：�ヒメトビウンカ♀

　　（ネジレバネの寄生による産卵管の

　　　萎縮Stylopizationが見られる）

写真６（１）　ゴヘイニクバエ♂　背面

写真５（２）　エダヒゲネジレバネ属の一種♀

寄主：タテヤマヨシウンカ♀

写真６（２）　ゴヘイニクバエ♂　側面

備考：スケールは0.5mm
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